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【手続補正書】
【提出日】平成22年5月7日(2010.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式（Ｉ）のベンゾトリアゾール型紫外線吸収剤と、油溶性紫外線吸収剤とを含有す
る日焼け止め水中油型乳化化粧料において、
（１）油分の含有量が２０～４０質量％であり、
（２）下記式（Ｉ）のベンゾトリアゾール型紫外線吸収剤の含有量が１～１０質量％であ
り、
（３）オクチルメトキシシンナメート、オクトクリレン、ｔ－ブチルメトキシジベンゾイ
ルメタンからなる三種の油溶性紫外線吸収剤を含有し、
（４）前記三種の油溶性紫外線吸収剤の含有量が１０～２０質量％であること
を特徴とする日焼け止め水中油型乳化化粧料。
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【化１】

〔式中、Ｒ1及びＲ2は、同一でも異なってもよく、炭素原子数が１～４のアルキル基、同
５～１２のシクロアルキル基、及び、アリール基から選ばれる１又は２以上の基で置換さ
れていることがある、炭素原子数が１～１８のアルキル基である〕
【請求項２】
　前記ベンゾトリアゾール型紫外線吸収剤である式（Ｉ）において、Ｒ1及びＲ2が、１，
１，３，３－テトラメチルブチル基であることを特徴とする請求項１記載の日焼け止め水
中油型乳化化粧料。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　すなわち、本発明は、下記式（Ｉ）のベンゾトリアゾール型紫外線吸収剤と、油溶性紫
外線吸収剤とを含有する日焼け止め水中油型乳化化粧料において、
（１）油分の含有量が２０～４０質量％であり、
（２）下記式（Ｉ）のベンゾトリアゾール型紫外線吸収剤の含有量が１～１０質量％であ
り、
（３）オクチルメトキシシンナメート、オクトクリレン、ｔ－ブチルメトキシジベンゾイ
ルメタンからなる三種の油溶性紫外線吸収剤を含有し、
（４）前記三種の油溶性紫外線吸収剤の含有量が１０～２０質量％であること
を特徴とする日焼け止め水中油型乳化化粧料を提供するものである。
【化１】

〔式中、Ｒ1及びＲ2は、同一でも異なってもよく、炭素原子数が１～４のアルキル基、同
５～１２のシクロアルキル基、及び、アリール基から選ばれる１又は２以上の基で置換さ
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れていることがある、炭素原子数が１～１８のアルキル基である〕
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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